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有機電界効果型トランジスタ (有機 FET) に用いる有機半導体として，ベンゼン環とヘテロ芳

香環とが縮環した種々のπ共役分子が報告されている．われわれは，ベンゼン環とフラン環とが

縮環したベンゾ[1,2-b:4,5-b']ジフラン骨格を有するオキサアセンの合成 1，およびその誘導体を有

機半導体としてもちいた有機 FET 素子の評価について報告している 2．今回，フラン環の縮環方

向が電子構造および半導体特性に与える効果を確かめるために，ベンゾ[2,1-b:3,4-b']ジフラン骨格

が縮環したオキサアセンを合成し，その半導体特性を評価した． 

デシル基が置換したジベンゾ[d,d']ベンゾ[2,1-b:3,4-b']ジフラン (syn-DBBDF) およびジナフト

[2,3-d:2',3'-d']ベンゾ[2,1-b:3,4-b']ジフラン (syn-DNBDF) は，対応する前駆体から芳香族求核置換反

応を利用した環化によって合成した (Figure 1)．紫外可視吸収スペクトルの測定から，今回合成し

た syn-DBBDFおよび syn-DNBDFは，対応するベンゾ[1,2-b:4,5-b']ジフラン骨格を有するオキサア

センに比べて吸収端が短波長シフトし，HOMO−LUMO エネルギー差が大きくなっていることが

分かった (Figure 2a)．また，この傾向は，密度汎関数法 (DFT) による分子軌道計算からも支持さ

れた (Figure 2b)．昇華精製した syn-DBBDFおよび syn-DNBDFをもちいてトップコンタクト型の

FET素子を作成したところ，それぞれ最高で 1.5  10−3 cm2/Vs，および 0.10 cm2/Vsのホール移動

度を確認した (Table 1)．  
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Figure 1. (a) UV-Vis spectra and (b) HOMO and LUMO orbitalsof syn-DBBDF and syn-DNBDF 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 1. Structures of syn-DBBDF and syn-DNBDF 

Tabe 1. OFET characteristics of syn-DBBDF and syn-DNBDF 
 

 Compound Tsub  

(°C) 

μFET  

(cm2
V−1

s−1) 

Ion/Io

ff 

Vth  

(V) 

 syn-DBBDF 30 1.5×10-3 −25 103 

 syn-DNBDF 30 2.0×10-2 −22 103 

  90 1.0×10-1 −28 105 
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